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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券／インデックス型 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」（以下
「マザーファンド」といいます。）の受益証券を主要投資対
象とします。直接公社債等に投資する場合があります。 

運 用 方 針 

しんきん先進国債券 
イ ン デ ッ ク ス 

（為替ヘッジあり） 
（ 投 資 一 任 用 ） 

・マザーファンドの受益証券への
投資を通じて、外国の公社債に
投資し、FTSE Group of 7 Index
（除く日本、円ヘッジ・円ベース）
の動きに連動する投資成果を目
指して運用を行います。 

・実質組入外貨建資産については、
原則として対円で為替ヘッジを
行います。 

しんきん先進国債券 
イ ン デ ッ ク ス 

（為替ヘッジなし） 
（ 投 資 一 任 用 ） 

・マザーファンドの受益証券への
投資を通じて、外国の公社債に
投資し、FTSE Group of 7 Index
（除く日本、ヘッジなし・円ベー
ス）の動きに連動する投資成果
を目指して運用を行います。 

・実質組入外貨建資産については、
原則として為替ヘッジを行いま
せん。 

為替ヘッジあり／ 
為替ヘッジなし 

（共通） 

・マザーファンドの受益証券の組
入比率は、原則として高位を保
ちます。 

・運用対象とする有価証券の価格
変動リスクを回避するため、金
融商品取引所における有価証券
先物取引、有価証券指数等先物
取引および有価証券オプション
取引を行うことができます。 

・市況動向あるいは資金動向等に
よっては、上記のような運用が
できない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき分配
を行います。 

①分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた利子・配
当等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

②分配金額は、委託者が基準価額水準等を勘案して決定
します。ただし、分配対象収益が少額の場合は、分配
を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきん先進国債券インデックス 

（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

決算日 

（第２期：2023年11月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

ん先進国債券インデックス（為替ヘッジあ

り）（投資一任用）／（為替ヘッジなし）（投

資一任用）」は2023年11月20日に第２期の決

算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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－ 1 － 

しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

F T S E  G r o u p  o f  7  I n d e x 
（除く日本、円ヘッジ・円ベース）※ 債   券 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

2022年２月18日 10,000 － － 10,000 － － 0.1 

１期(2022年11月21日) 8,034 0 △19.7 8,718 △12.8 94.6 0.1 

２期(2023年11月20日) 6,655 0 △17.2 8,260 △ 5.2 97.7 1 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注４） FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）は2022年２月18日の値を10,000としてしんきんアセットマネジメント投

信が算出したものです。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

F T S E  G r o u p  o f  7  I n d e x 
（除く日本、円ヘッジ・円ベース）※ 債   券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年11月21日 8,034 － 8,718 － 94.6 

11月末 8,080 0.6 8,769 0.6 93.7 

12月末 7,945 △ 1.1 8,614 △1.2 93.9 

2023年１月末 7,547 △ 6.1 8,761 0.5 97.4 

２月末 7,358 △ 8.4 8,541 △2.0 96.3 

３月末 7,498 △ 6.7 8,699 △0.2 96.6 

４月末 7,467 △ 7.1 8,662 △0.6 97.8 

５月末 7,383 △ 8.1 8,568 △1.7 101.4 

６月末 7,327 △ 8.8 8,501 △2.5 102.4 

７月末 7,051 △12.2 8,456 △3.0 96.2 

８月末 6,866 △14.5 8,377 △3.9 100.3 

９月末 6,561 △18.3 8,139 △6.6 98.4 

10月末 6,510 △19.0 8,082 △7.3 97.9 

(期  末)      

2023年11月20日 6,655 △17.2 8,260 △5.2 97.7 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 
※FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、世界主要国の国債の総合収益率

を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed 

Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このイン

デックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
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－ 2 － 

しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

○第２期の運用経過等（2022年11月22日～2023年11月20日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額およびFTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）は、期首（2022年11月21日）の値が基準価

額と同一となるように指数化しています。 

（注３） ベンチマークは、FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資

を通じて、先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に連動する

投資成果を目指して運用を行っています。 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・2023年３月に、米国地方銀行の経営破綻や欧州金融機関に対する信用不安の高まり等を受けたリスク回避

の動き等から世界的に金利が低下したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）によって積極的な利上げが行われ、長期にわたり高金利を維持するとの観

測が市場で強まったことや、米国国債の格下げや増発による需給環境の悪化が懸念されたことなどから、米

国債金利が上昇し、米国債券価格が下落したこと。 

・欧州のインフレ高進を抑制するため、欧州中央銀行（ＥＣＢ）が積極的な金融引締めを行ってきたことから、

欧州主要国の金利が上昇し、欧州債券価格が下落したこと。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

＜投資環境＞ 
（米国債券市況） 

当期初は、レンジ内での推移が見られました。その後、米消費者物価指数（ＣＰＩ）などがインフレ高進の

鈍化を示したものの、米国経済の堅調さを示す経済指標が相次いだことや、ＦＲＢ高官によるタカ派発言が散

見されたことから、追加利上げ観測が広がり、米国債金利は上昇しました。その後も米国経済の底堅さを受け

た米国債金利の上昇が続く中、2023年８月には米国国債の格下げや増発が公表され、需給の悪化懸念が広がる

と米国債金利はさらに上昇しました。また、９月と10月においても、ＦＲＢが高水準の政策金利を長期間維持

するとの見方が市場で広がったことで、米国債金利は上昇基調で推移しました。一方で、11月初めに行われた

米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）におけるパウエルＦＲＢ議長の発言が利上げ終了を示唆するものと市場で

受け止められ、当期末にかけて米国債金利は低下しました。 

 

（欧州債券市況） 

当期初以降、ＥＣＢ政策理事会において政策金利の利上げが連続して決定される中、金利は上昇基調で推移

しました。ただ、ドイツをはじめとする欧州各国の経済指標が落ち込み、欧州の景況への懸念が強まったこと

や、中国不動産市場および中国経済に対する警戒が強まったこと、欧米のインフレ鈍化傾向が続いたことなど

を背景に、欧州債金利は揉み合いながら緩やかに上昇しました。一方で、当期末にかけては、ユーロ圏の2023

年10月の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の軟調な結果等を背景として、欧州経済の減速が市場で意識されたこ

とを受けて、欧州債金利は低下しました。 

 

（為替市況：ドル円市場） 

当期初は円高が進展する局面も見られました。その後、2023年４月から６月末にかけては、米国の金融引締

めや、日銀による金融緩和継続の姿勢が意識され、米ドル高円安基調で推移しました。しかし、７月に内田日

銀副総裁によるインタビュー記事が注目され、政策修正が意識されると、一時的に円が買われる場面もありま

した。８月には日銀によって政策変更が行われましたが、さらなる金融引締めのタイミングが遠いであろうこ

とが市場で意識されたことや、米国経済の底堅さを背景とした米国債金利の上昇を受けて、８月以降は再び円

安基調での推移となりました。 

 

（為替市況：ユーロ円市場） 

当期初は円高が進展する局面も見られました。その後、2023年４月から６月末にかけては、ＥＣＢが金融引

締めを積極的に進めていたことや、日銀の総裁交代後も日本の金融政策が直ちには変更されないとの理解が

市場で広がったことから、大きくユーロ高円安が進行しました。７月以降は、ドイツの経済指標が大きな落ち

込みを示したことや、欧州圏のインフレ率の鈍化を背景にＥＣＢが利上げペースを緩めるとの観測が広がる

と、ユーロ円は上値が抑えられる展開となりました。一方で、当期末にかけては、ＥＣＢのラガルド総裁が当

面の利下げを排除する旨の発言を行ったこと等を受けて、再びユーロ高が進む局面が見られました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通じて、先進

国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に連動する投資成果を目指

して運用を行いました。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

●しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 

主として先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行いました。 

当期末の2023年11月20日時点におけるファンドの修正デュレーション（金利感応度）は6.36年、時価 終利

回りは4.24％となっています。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率は△17.2％となり、一方で同期間のベンチマークの騰落率は△5.2％となりました。

この差は、ファンドとベンチマークにおける債券組入銘柄の違い、債券および為替の評価タイミングのずれ

や、追加設定・解約による影響のほか、ファンド関係費用およびカストディーフィー（保管費用）などの費用

がファンドの純資産総額に対して相対的に大きな負担となったことによるものです。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、基準価額の水準、市場動向等の諸々の状況を勘案して見送りとしました。な

お、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し運用の基本方針に基づき運用します。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2022年11月22日～ 
2023年11月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 13  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通

じ、FTSE Group of 7 Index（除く日本、円ヘッジ・円ベース）に連動する投資成果を目指して運用を行う方

針です。 

 

●しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 

先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成

果を目指して運用を行います。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 14  0.197  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 12)  ( 0.165)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (  1)  ( 0.011)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  ( 0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 768   10.522   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (705)  ( 9.656)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  ( 0.035)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 61)  ( 0.831)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 782   10.719    

期中の平均基準価額は、7,299円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は10.75％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

○売買及び取引の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 960 968 110 119 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

当期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

当期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

千円 千円 千円 千円  

－ 1,000 － 1,000 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2023年11月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 76 926 1,042 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 

○投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 1,042 97.7 

コール・ローン等、その他 24 2.3 

投資信託財産総額 1,066 100.0 
 

（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん先進国債券インデックスマザーファンドにおいて、2023年11月20日現在における外貨建純資産（3,034,273千円）の投資信

託財産総額（3,039,399千円）に対する比率は99.8％です。 

（注３） 外貨建資産は、2023年11月20日現在の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年11月20日現在、

１ドル＝149.95円、１カナダドル＝109.25円、１ユーロ＝163.54円、１ポンド＝186.69円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年11月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,061,760   

 コール・ローン等 24,546   

 しんきん先進国債券インデックスマザーファンド(評価額) 1,042,213   

 未収入金 995,001   

(B) 負債 1,011,339   

 未払金 1,010,270   

 未払信託報酬 943   

 その他未払費用 126   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,050,421   

 元本 1,578,510   

 次期繰越損益金 △  528,089   

(D) 受益権総口数 1,578,510口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 6,655円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は103,487円、期中追加設定元本額

は1,575,023円、期中一部解約元本額は100,000円です。 

（注２） １口当たり純資産額は0.6655円です。 
 

○損益の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 △ 50,671   

 売買益 144,903   

 売買損 △195,574   

(B) 信託報酬等 △ 76,257   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △126,928   

(D) 前期繰越損益金 △  2,553   

(E) 追加信託差損益金 △398,608   

 (配当等相当額) (       54)  

 (売買損益相当額) (△398,662)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) △528,089   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) △528,089   

 追加信託差損益金 △398,608   

 (配当等相当額) (    2,063)  

 (売買損益相当額) (△400,671)  

 繰越損益金 △129,481   
 

（注１） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0.0円）、費用

控除後の有価証券等損益額（0.0円）、および信託約款に規定

する収益調整金（2,063円）より分配対象収益は2,063円

（10,000口当たり13円）ですが、当期に分配した金額はありま

せん。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

F T S E  G r o u p  o f  7  I n d e x 
（除く日本、ヘッジなし・円ベース）※ 債   券 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（ベンチマーク） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ポイント ％ ％ 百万円 

2022年２月18日 10,000 － － 10,000 － － 0.1 

１期(2022年11月21日) 10,384 0 3.8 10,387 3.9 98.8 2 

２期(2023年11月20日) 11,202 0 7.9 11,232 8.1 97.5 12 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

（注４） FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）は2022年２月18日の値を10,000としてしんきんアセットマネジメント

投信が算出したものです。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

F T S E  G r o u p  o f  7  I n d e x 
（除く日本、ヘッジなし・円ベース）※ 債   券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ポイント ％ ％ 

2022年11月21日 10,384 － 10,387 － 98.8 

11月末 10,352 △0.3 10,344 △0.4 98.8 

12月末 9,836 △5.3 9,898 △4.7 98.4 

2023年１月末 9,927 △4.4 9,955 △4.2 98.5 

２月末 10,072 △3.0 10,084 △2.9 98.2 

３月末 10,185 △1.9 10,159 △2.2 97.8 

４月末 10,261 △1.2 10,289 △1.0 97.8 

５月末 10,534 1.4 10,575 1.8 97.2 

６月末 10,939 5.3 10,968 5.6 97.9 

７月末 10,675 2.8 10,678 2.8 97.9 

８月末 10,976 5.7 11,005 5.9 97.7 

９月末 10,827 4.3 10,868 4.6 98.1 

10月末 10,796 4.0 10,821 4.2 97.8 

(期  末)      

2023年11月20日 11,202 7.9 11,232 8.1 97.5 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 
※FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、世界主要国の国債の総合収益

率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、FTSE Fixed 

Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このイン

デックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

○第２期の運用経過等（2022年11月22日～2023年11月20日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注１） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注２） 分配金再投資基準価額およびFTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）は、期首（2022年11月21日）の値が基準

価額と同一となるように指数化しています。 

（注３） ベンチマークは、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）です。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資

を通じて、先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行っています。 

当期における基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 

＜上昇要因＞ 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が積極的な金融引締めを続け、日米金利差が拡大したことから、米ドルが

対円で上昇したこと。 

・欧州中央銀行（ＥＣＢ）がインフレ高進を抑制するために、積極的な金融引締めを進めたことで、日欧金利

差の拡大が意識され、ユーロが対円で上昇したこと。 

 

＜下落要因＞ 

・ＦＲＢによって積極的な利上げが行われ、長期にわたり高金利を維持するとの観測が市場で強まったこと

や、米国国債の格下げや増発による需給環境の悪化が懸念されたことなどから、米国債金利が上昇し、米国

債券価格が下落したこと。 

・欧州のインフレ高進を抑制するため、ＥＣＢが積極的な金融引締めを行ってきたことから、欧州主要国の金

利が上昇し、欧州債券価格が下落したこと。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

＜投資環境＞ 
（米国債券市況） 

当期初は、レンジ内での推移が見られました。その後、米消費者物価指数（ＣＰＩ）などがインフレ高進の

鈍化を示したものの、米国経済の堅調さを示す経済指標が相次いだことや、ＦＲＢ高官によるタカ派発言が散

見されたことから、追加利上げ観測が広がり、米国債金利は上昇しました。その後も米国経済の底堅さを受け

た米国債金利の上昇が続く中、2023年８月には米国国債の格下げや増発が公表され、需給の悪化懸念が広がる

と米国債金利はさらに上昇しました。また、９月と10月においても、ＦＲＢが高水準の政策金利を長期間維持

するとの見方が市場で広がったことで、米国債金利は上昇基調で推移しました。一方で、11月初めに行われた

米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）におけるパウエルＦＲＢ議長の発言が利上げ終了を示唆するものと市場で

受け止められ、当期末にかけて米国債金利は低下しました。 

 

（欧州債券市況） 

当期初以降、ＥＣＢ政策理事会において政策金利の利上げが連続して決定される中、金利は上昇基調で推移

しました。ただ、ドイツをはじめとする欧州各国の経済指標が落ち込み、欧州の景況への懸念が強まったこと

や、中国不動産市場および中国経済に対する警戒が強まったこと、欧米のインフレ鈍化傾向が続いたことなど

を背景に、欧州債金利は揉み合いながら緩やかに上昇しました。一方で、当期末にかけては、ユーロ圏の2023

年10月の購買担当者景気指数（ＰＭＩ）の軟調な結果等を背景として、欧州経済の減速が市場で意識されたこ

とを受けて、欧州債金利は低下しました。 

 

（為替市況：ドル円市場） 

当期初は円高が進展する局面も見られました。その後、2023年４月から６月末にかけては、米国の金融引締

めや、日銀による金融緩和継続の姿勢が意識され、米ドル高円安基調で推移しました。しかし、７月に内田日

銀副総裁によるインタビュー記事が注目され、政策修正が意識されると、一時的に円が買われる場面もありま

した。８月には日銀によって政策変更が行われましたが、さらなる金融引締めのタイミングが遠いであろうこ

とが市場で意識されたことや、米国経済の底堅さを背景とした米国債金利の上昇を受けて、８月以降は再び円

安基調での推移となりました。 

 

（為替市況：ユーロ円市場） 

当期初は円高が進展する局面も見られました。その後、2023年４月から６月末にかけては、ＥＣＢが金融引

締めを積極的に進めていたことや、日銀の総裁交代後も日本の金融政策が直ちには変更されないとの理解が

市場で広がったことから、大きくユーロ高円安が進行しました。７月以降は、ドイツの経済指標が大きな落ち

込みを示したことや、欧州圏のインフレ率の鈍化を背景にＥＣＢが利上げペースを緩めるとの観測が広がる

と、ユーロ円は上値が抑えられる展開となりました。一方で、当期末にかけては、ＥＣＢのラガルド総裁が当

面の利下げを排除する旨の発言を行ったこと等を受けて、再びユーロ高が進む局面が見られました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通じて、先進

国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成果を目

指して運用を行いました。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

●しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 

主として先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動す

る投資成果を目指して運用を行いました。 

当期末の2023年11月20日時点におけるファンドの修正デュレーション（金利感応度）は6.36年、時価 終利

回りは4.24％となっています。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当期の基準価額の騰落率は＋7.9％となり、一方で同期間のベンチマークの騰落率は＋8.1％となりました。

この差には、ファンドとベンチマークにおける債券組入銘柄の違い、債券および為替の評価タイミングのずれ

や、追加設定・解約による要因、カストディーフィー（保管費用）などファンドが負担する各種費用等が含ま

れています。 

 

＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、基準価額の水準、市場動向等の諸々の状況を勘案して見送りとしました。な

お、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し運用の基本方針に基づき運用します。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第２期 

2022年11月22日～ 
2023年11月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,201  
 

（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、親投資信託である「しんきん先進国債券インデックスマザーファンド」の受益証券への投資を通

じ、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成果を目指して運用を行う

方針です。 

 

●しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 

先進国の公社債に投資し、FTSE Group of 7 Index（除く日本、ヘッジなし・円ベース）に連動する投資成

果を目指して運用を行います。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

○１万口当たりの費用明細 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 21  0.197  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (17)  (0.165)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 1)  (0.011)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.022)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 5   0.045   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.039)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 26   0.242    

期中の平均基準価額は、10,448円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.25％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

○売買及び取引の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 9,010 9,622 270 285 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

当期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

当期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

千円 千円 千円 千円  

－ 1,000 － 1,000 商品性を適正に維持するための取得 

 

○組入資産の明細 (2023年11月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 2,251 10,991 12,369 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 

○投資信託財産の構成 (2023年11月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん先進国債券インデックスマザーファンド 12,369 99.0 

コール・ローン等、その他 122 1.0 

投資信託財産総額 12,491 100.0 
 

（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん先進国債券インデックスマザーファンドにおいて、2023年11月20日現在における外貨建純資産（3,034,273千円）の投資信

託財産総額（3,039,399千円）に対する比率は99.8％です。 

（注３） 外貨建資産は、2023年11月20日現在の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2023年11月20日現在、

１ドル＝149.95円、１カナダドル＝109.25円、１ユーロ＝163.54円、１ポンド＝186.69円です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年11月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,491,015   

 コール・ローン等 121,529   

 しんきん先進国債券インデックスマザーファンド(評価額) 12,369,486   

(B) 負債 8,374   

 未払信託報酬 8,177   

 その他未払費用 197   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,482,641   

 元本 11,143,679   

 次期繰越損益金 1,338,962   

(D) 受益権総口数 11,143,679口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,202円 
 

（注１） 当ファンドの期首元本額は2,263,495円、期中追加設定元本

額は9,316,544円、期中一部解約元本額は436,360円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.1202円です。 

○損益の状況 (2022年11月22日～2023年11月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 686,638   

 売買益 695,112   

 売買損 △    8,474   

(B) 信託報酬等 △   11,789   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 674,849   

(D) 前期繰越損益金 △   24,658   

(E) 追加信託差損益金 688,771   

 (配当等相当額) (     75,127)  

 (売買損益相当額) (    613,644)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 1,338,962   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 1,338,962   

 追加信託差損益金 688,771   

 (配当等相当額) (     92,406)  

 (売買損益相当額) (    596,365)  

 分配準備積立金 650,191   
 

（注１） 損益の状況の中で(A)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(B)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（132,321円）、

費用控除後の有価証券等損益額（505,258円）、信託約款に規

定する収益調整金（688,771円）および分配準備積立金

（12,612円）より分配対象収益は1,338,962円（10,000口当た

り1,201円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 

しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジあり）（投資一任用） 0円 

しんきん先進国債券インデックス（為替ヘッジなし）（投資一任用） 0円 
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